
計画の名称：名古屋市下水道整備計画（防災・安全）               　　都道府県名：名古屋市

チェック欄

　４）各種法令（都市計画法、下水道法等）を遵守している。 ○

　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 ○

　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

　３）指標・数値目標が分かりやすいものとなっている。 ○

　１）目標に対する一定の事業効果が見込まれる。 ○

　１）中期的収支計画の見通しが健全と判断される。 ○

　２）関係機関との調整等により、事業実施の確実性が高い。 ○

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅰ．目標の妥当性

①基本方針・上位計画等との適合等

　１）上位計画（社会資本整備重点計画、名古屋市基本構想、名古屋市総合計画
　　　2018等）と適合している。

○

　２）名古屋市上下水道事業中期経営計画「みずプラン３２」と適合している。 ○

①円滑な事業執行の環境

　３）各種事業計画（名古屋市下水道浸水被害軽減総合計画、名古屋市下水道
　　　総合地震対策計画、名古屋市合流式下水道緊急改善計画、名古屋市下水道
　　　長寿命化計画、名古屋市下水道ストックマネジメント支援制度）が策定され、
　　　適合している。

○

Ⅱ．計画の効果・効率性

①整備計画の目標と定量式指標の整合性

②事業の効果

Ⅲ．計画の実現可能性


